R & RStudio DfELNS

HEEER (2011) EEMABROITOHOFETENT £ 123 EhiE
3 2 # DT — S DR
3.1 7 —~DT0 =1k



TFANEFHLDOES

o>+ A~
HEEEL (2011) EREMBEAFEDIZOH DM ETHEET
$E£18 B &ETR. 17> 75 0 XA ML p.275
(A MNPV ITTBRCECHUT, AT A MO THREIETCTET)

OR (C KDEEREHZFEIT
RAOUT bOEIERZBNTUET (tidyverse RIC(FREF/ -3 > THIGULET)
RAOUT b (XFI—RUTF-8ICERTE) &7, COYA MBS SY D O—RTEET
R X2V k% [Compile Report] T &E(CKD. Word £/Z(EHTML TRA3CENTEET
R & RStudio MERTE EEARRIMELFS(E [ R & RStudio DEVNG | Z#EIR U T IZE0)
RODOHDFERDRG(E. TFANEZENZHEHER UZPDF J 7 A)LZ2ZB U T ZEL)
DS IFRRE. BFEELT. BWER/NROFRIRICIEDTNET

e HEICHIHA
RO EEBRUELET. BESFECKDFALTIREN



https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/GreenRscript1-3.zip
https://mkkmkk.com/r/
https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-3-1.pdf

5180 Ehe

1. ¥stOERE - - - - - 1.1 ESUDHIFEE DB 1.2 B JODBE DERDARFEHE & 78S
1.3 DERONLENM - OEREIR - IEARD . 1.4 HETRVHERL. 1.5 EF)L
2. 1 EDT—HS DM 2.1 T —HFDFHEDEER. 2.2 57 —5FDT S IFRREINUE
2.3 THERZTHE & W EUEARD TR, 2.4 I (CRE9 DHER (BHMEERZE o BEAD)
2.5 DENCEI I BHER], 2.6 FIO(CRET DR (BHEERZE o RAN)
3. 28 DT —HDf#r 3.1 FT—ADIST{b. 3.2 FIHEDED tA&RTE. 3.3 DEIDEL \DIRTE
3.4 RN EIRDIZEDFIHBEDZEDLLER
3.5 WD DIHFEDFIHEDED t {RE. 3.6 FRHEIE n DRDF
3.7 /)N A KU W IIRTE
4.4HE - El)F - - - - - 4.1 8. 4.2 HHEEMZREL. 43 MORETILEESTILDHE
44 REZEFB UHETE. 4.5 BIEomER _EDERRE



I~~~ N XY ™
BOMNT. 1 RTTEVRX p.134
® XR3.14JMP DT —H ERNT ST control & R B
AROUTRIT7+4)L experimental D28F
Greenl-3-1R control 153
EFIJ}EH L/t___lz;lgjyyk& control 153
boxplot. stripchart control 152
par. mfcol. mar. mgp control 156
7k control 158
Excel 7 7 1 ILH\SF —F & FHHA control 151
df <- read_excel("Greenl-3.xlsx", "3-2gunl")
df <- data.frame(df) control 151
control 150
boxplot THEONTX], stripchart T 1R 7o % 16| experimental 153
experimental 146



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　テキストの表示3.1.4 の表とグラフを R で作成します。スクリプトファイルは、Green1-3-1.R です。なお、表示の番号は、3章－1節－4番目という意味です。スクリプトファイルの番号は、第1部－3章－1節という意味です。
　Excelファイル「Green1-3.xlsx」のシート「3-2gun1」を読み込み、オブジェクト df にデータフレームとして付値しました。このデータは、右のように2列からなり、質的因子 group はcontrol とexpeirmntal の2群であり、obsにはそれぞれの観測値があります。
　このデータで、boxplot 関数で箱ひげ図を作成し、stripchart 関数 で1次元散布図を描きました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　箱ひげ図については、セクション2.2、で説明しましたので、参照してください。
　また、par、mfcol、mar、mgpなどの関数で、画面分割、余白などを設定しました。これらについては、§4.1 を参照してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　1次元散布図は、stripchart 関数で描きます。通常、実験データはヒストグラムを描くほどサンプルサイズは大きくありません。その場合、１次元散布図が有効です。
　スクリプトの上のように、データフレームの2列をチルダで結び、「obs~group」のように指定すると1次元散布図が描けます。グループが3つあれば３列、４つあれば４列になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　method 引数は、同一の値を表示する方法を指定します。"overplot"は、離さず重ね書きします。これがデテォルトです。しかし、これでは正確な比較ができません。
　"jitter"は、ここに示してあるように、縦一列ではなく、データを適当に少しずらします。このずらす量は、その下の jitter 引数で調整します。
　"stack"を指定すると、右の図のように、横に並べます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　vetical 引数は、TRUE で縦長、 FALSEで水平の図で、水平の図がデフォルトです。
　log 引数は、log="y" とすると y 軸を対数目盛で表示します。デフォルトは空白です。
　pch　はマークの種類の指定、col は色指定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　スクリプトの下のように、データフレームの1列を指定すると、右の図のように、group で区別されずに１つの列で描かれます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　テキストの表示3.1.4 の累積確率プロットを R で作成します。スクリプトファイルは、Green1-3-1.R です。
　rank 関数で平均順位を付け、データ数で割って累積確率を計算しました。これをpot関数で、引数type = "s" に指定して階段状のグラフを描画しました。
　なお、累積確率プロットの作成方法については、§2.2 で詳しく説明しましたので、そちらを参照してください。

https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-2-2R.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　元データをソートして昇順に並べ、rank 関数で平均順位を付けます。同順位がある場合、その平均値が順位になります。この順位をデータ数、ここでは8で割って累積確率を計算しました。これを plot 関数で、引数 type = "s" に指定して階段状のグラフを描画しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　


